
工
O
刃
z
m
→
ω
唱
z
m
ω
→

ト
品
、
つ
去
」
い

デ
ラ
ッ
ク
ス
カ
ラ

i

d
お
れ
ロ
ッ
ク
・
ハ
ド
ソ
ン
/
ド
減
計
セ
ル
ジ
オ
・
フ

し
い
ぷ
ぷ
シ
ル
バ
・
コ
シ
ナ
/
げ
人
の
子
供
た
ち

憶
え
て
い
る
か
故
郷
の
空
を

父
が
母
が
敵
弾
に
散
っ
た
朝
:
:
:

あ
の
空
は
ま
っ
赤
な
色
に
染
っ
て
い
た
ノ

戦
場
ヘ
、
戦
場
ヘ
、
幼
い
魂
が

銃
を
背
に
走
っ
て
行
く
/

故
郷
を
は
な
れ
た
敵
陣
の

巨
大
な
要
塞
が

轟
音
と
共
に
爆
破
さ
れ
た
と
き

夕
陽
が
真
紅
に
頬
を
そ
め

彼
等
の
l
l
幼
い
険
に
は
l
J

母
の
顔
が
う
つ
っ
た
ノ
・

音
楽
エ
ン
ニ
オ
・
モ
リ
コ

l
ネ
/
監
督
鬼
才
フ
ィ
ル
・
カ

l

ル

シ〆

団体鑑賞のお申込みは
ユナイトサービスセンター (832)2967

ユナイ卜映画渉外部 (503)6137az 全世界一斉ロードショー3
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いた

タち
陽は

が走
泣る

く/
ノ

ナ

チ

ス

・

ド

イ

ツ

の

暴

挙

に

対

し

て

生

き

残

り

の

子

供

た

ち

が

銃

を

と

る

と

い

う

設

定

は

さ

し

て

特

異

な

状

況

で

は

な

か

っ

た

の

で

す

。

少

年

隊

は

ア

メ

リ

カ

破

壊

工

作

隊

員

の

助

け

を

か

り

で

目

的

を

達

す

る

が

問

題

は

こ

こ

に

存

在

す

る

。

極

度

の

緊

張

と

殺

り

ク

の

場

に

さ

ら

さ

れ

た

少

年

と

職

業

箪

人

の

対

立

が

痛

ま

し

く

浮

び

上

り

ま

す

。

主

演

は

大

型

ス

タ

i
、

ロ

ッ

ク

・

ハ

ド

ソ

ン

(

大

い

な

る

男

た

ち

)

製

作

は

独

立

第

一

作

と

い

う

ス

タ

ン

・

カ

ン

タ

ー

、

監

督

は

「

サ

イ

レ

ン

サ

i
」

シ

ワ
i

ズ

の

フ

ィ

ル

・

カ

ー

ル

ソ

ン

、

撮

影

は

「

想

い

出

よ

、

今

晩

は

/

」

の

ベ

テ

ラ

ン

、

が

ボ

i

ル

・

ポ

ガ

ニ
l

、

音

楽

は

イ

タ

リ

ア

映

画

音

楽

の

雄

エ

ン

ニ

オ

・

モ

リ

コ

l

ネ

が

技

当

し

て

い

ま

す

。

第

二

次

大

戦

中

、

イ

タ

リ

ア

の

小

村

レ

ア

ノ

ー

ト

の

住

民

は

ナ

チ

親

衛

隊

の

タ

ウ

シ

グ

少

佐

の

命

令

一

下

皆

殺

し

に

さ

れ

た

。

誰

も

パ

ル

チ

ザ

ン

の

巣

を

教

え

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た

か

ら

だ

。

近

く

の

丘

に

関

さ

れ

た

三

才

か

ら

十

四

オ

ま

で

の

十

七

人

の

子

供

た

ち

だ

け

が

助

か

っ

た

。

子

供

た

ち

は

家

族

が

殺

さ

れ

る

の

を

見

な

が

ら

復

磐

田

を

誓

っ

た

。

こ

の

地

区

に

連

合

箪

二

万

が

進

撃

し

て

来

る

が

、

デ

ラ

・

ノ

ル

テ

の

ダ

ム

を

要

塞

化

し

た

ド

イ

ツ

箪

の

反

撃

を

阻

止

す

る

た

め

ア

メ

リ

カ

陸

軍

の

破

壊

工

作

員

が

送

り

込

ま

れ

た

。

し

か

し

、

待

ち

受

け

た

フ

ォ

ン

・

ヘ

ク

ト

大

尉

(

セ

ル

ジ

オ

・

フ

ァ

ン

ト

i

三

の

為

に

工

作

員

は

次

々

と

射

殺

さ

れ

た

。

タ

l
ナ

i
大

尉

(

ロ

ッ

ク

・

ハ

ド

ソ

ン

)

は

負

傷

し

て

唯

一

人

少

年

た

ち

に

助

け

出

さ

れ

た

。

レ

ア

ノ

!

ト

の

少

年

た

ち

の

リ

ー

ダ

ー

、

ア

ル

ド

少

年

(

マ

l
ク

・

コ

レ

ア

ノ

)

は

ド

イ

ツ

軍

野

戦

病

院

の

女

医

ビ

ア

ン

カ

(

シ

ル

パ

・

コ

シ

ナ

)

を

誘

拐

し

タ

i

ナ
i
大

尉

の

手

当

を

さ

せ

た

。

要

塞

ダ

ム

を

破

壊

す

る

の

は

タ

i
ず
i
大

尉

の

任

務

だ

。

彼

は

少

年

た

ち

の

助

け

を

借

り

る

代

り

に

彼

ら

の

願

い

を

い

れ

て

武

器

の

扱

い

方

を

教

、

え

た

。

ゼ

ア

ン

カ

は

逃

亡

す

れ

ば

殺

す

と

い

う

子

供

た

ち

の

殺

気

に

恐

れ

を

な

し

、

行

動

を

共

に

す

る

事

に

な

っ

た

。

タ

i

ナ

l

と

少

年

隊

は

ダ

ム

の

見

え

る

地

点

に

到

達

し

た

時

、

ア

ル

ド

少

年

は

ド

イ

ツ

箪

が

駐

屯

す

る

レ

ア

ノ

ー

ト

村

の

襲

撃

を

ま

ず

第

一

に

や

ら

な

け

れ

ば

、

ダ

ム

爆

破

を

手

伝

わ

な

い

と

一

五

い

出

し

た

。

村

は

急

襲

さ

れ

ド

イ

ツ

兵

は

皆

殺

し

に

さ

れ

た

。

ダ

ム

襲

撃

は

大

成

功

を

納

め

た

。

し

か

し

こ

の

戦

闘

で

二

人

の

子

供

が

死

ん

だ

。

一

人

は

逆

上

し

た

ア

ル

ド

に

誤

殺

さ

れ

た

の

だ

。

捕

虜

と

な

っ

た

フ

ォ

ン

・

ヘ

ク

ト

を

ア

ル

ド

は

殺

そ

う

と

し

、

止

め

よ

う

と

す

る

者

に

も

銃

を

向

け

た

。

子

供

た

ち

も

彼

の

異

常

さ

に

気

付

き

、

彼

に

背

い

た

。

タ

i
ナ

l

は

自

分

が

少

年

に

何

を

さ

せ

た

か

悟

り

博

然

と

し

た

。

連

合

軍

が

轟

音

を

ひ

び

か

せ

進

撃

し

て

来

た

。

彼

は

少

年

た

ち

を

箪

後

方

の

H
平

穏
u

へ

と

連

れ

戻

し

た

。

少

年

た

ち

の

つ

ぶ

ら

な

睦

に

涙

が

浮

ぴ

、

心

は

も

う

青

い

空

と

緑

の

故

郷

に

飛

ん

で

い

た

。


